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［様式２（汚染水処理対策委員会に報告し、一般公開となるものです）］ 

御提案書 

技術分野 ①      （「技術提案募集の内容」の該当番号を記載願います） 

御提案件名  作業者の被ばく低減用重機遮蔽 

御提案者 株式会社アルファ技研 製品統括グループ 次長 古澤 耕一 

１．技術等の概要（特徴、仕様、性能、保有者など） 

 汚染水対応作業は高エネルギーβ線及びγ線を放射する高線量物に接近しクレーン等の

重機を多用して行われると考えられるため、その重機を運転する作業者の被ばく線量の増加

及び過剰被ばくが予想される。このため、当社の製品である遮蔽シートによって重機の運転

室を囲って遮蔽することにより、運転者の被ばく線量を非遮蔽時に比べ大幅に低減すること

ができると考えられる。 

 当社の遮蔽シートは、外側にポリエチレン、内側にタングステン含有素材(Df シート)を

配し、表皮には帆布を用いて製作され、柔軟性に富みかつ加工が容易であるため、重機の運

転室内の形状に合わせ、支持フレーム等を用いて運転者の全周を遮蔽するよう運転室内に組

み付けることができる(写真-1～3)。また、運転操作を制約することなく、運転者に遮蔽材

の重量負荷が掛からないことを特徴とする。 

 当社の遮蔽シートを用いることにより、周囲から達したβ線をまずポリエチレンで遮蔽す

ると共に、その際発生する制動 X線及び周囲からのγ線をその内側のタングステン含有素材

(Df シート)で遮蔽し、作業者の被ばく低減を実現することができると考えられる。 

 また、当社の Df シートは遮蔽能力に優れ、2.25mm 厚がちょうど鉛当量 2mm に相当する。

尚、基準厚は 2.25mm であるが、厚さを増すことで、より高線量環境にも対応可能である。

当社の Df シートと鉛板の 60Co-γ線及び 137Cs-γ線に対する遮蔽能力曲線をそれぞれ図-1、2

に示す。 

 

 

 

 

写真-1. Df ｼｰﾄにより重機の運転室の右側面

を遮蔽した状態を示す写真 

写真-2. Df ｼｰﾄにより重機の運転室のフロン

トパネル面を遮蔽した状態を示す写真 
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さらに、表皮に帆布を用いているため除染が容易であるというメリットや、鉛を含有しな

いため、廃棄する際に焼却処理も可能であるというメリットも有する。その他、Df シート

と鉛の物性比較を表-1 に示す。 

 

 

 

写真-3. Df ｼｰﾄにより重機の運転室の左側面

を遮蔽した状態を示す写真 
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２．備考（以下の点など、可能な範囲で御記入いただけますようお願いします） 

・開発・実用化の状況（国内外の現場や他産業での実績例、実用化見込み時期を含む) 

 実績例：東京電力株式会社柏崎刈羽原子力発電所殿に納入済み 

     また、当社の遮蔽シートは、国内の電力会社様の 90%以上に遮蔽材として納入済

み。 

 

 

・開発・実用化に向けた課題・留意点 

 特になし 

 

 

・その他（特許等を保有している場合の参照情報等） 

【遮蔽材関連特許】 

 特許出願人：株式会社アルファ技研 

 特許出願番号：(国内)2005-72866、 

(国際) 英国 08-169-226.1、ドイツ 60-2008-009-075.2 

               フランス 08-169-226.1 

 発明の名称：可撓性放射線遮蔽・遮音材 

 

 

（備考）技術提案募集の内容（６分野） 

① 汚染水貯蔵（タンク等） 

② 汚染水処理（トリチウム処理等） 

③ 港湾内の海水の浄化（海水中の放射性物質の除去等） 

④ 建屋内の汚染水管理（建屋内止水、地盤改良等） 

⑤ 地下水流入抑制の敷地管理（遮水壁、フェーシング等） 

⑥ 地下水等の挙動把握（地下水に係るデータ収集の手法、水質の分析技術等） 
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